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　Recently the ranking of happiness among prefectures attracts much attention in 
relation to the regional innovation to prevent depopulation and disparities of local areas 
in Japan. However, rankings presented by various institutions are different, calling 
much debate on their reliabilities. Prefectural difference of the happiness presented by 
seven institutions has been statistically analyzed, and the total scores of subjective 
happiness of prefectures have been evaluated to diminish variabilities among those of 
five institutions. Social determinants of the total scores of 47 prefectures have been 
searched among 67 explanatory variables using a non-linear regression technique.
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る。特に，法政大の坂本研究室が発表したランキングでは福井，富山，石川の北陸 3 県が

















す40種を選定し，これらの指標について47都道府県を上位から順位付け，1 〜 5 位に10点，











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　大阪商業大学JGSS（Japanese General Social Surveys）研究センターは，全国の20〜89
歳の1,957〜2,953人に「あなたは現在幸せですか」と尋ね，「 1 ：幸せ」〜「 5 ：不幸せ」





　各種調査による都道府県別の幸福度の数値を図 1 に，幸福度の順位を図 2 に示す。表 1
のように，調査により幸福度のスケーリングが異なっているため，図 1 では各調査の都道
表 3 ．各種調査間の幸福度の数値相関係数
法政大 日本総研 内閣府 経産省 文科省 大阪大
日本総研 　0.581
内閣府 　0.160 0.244
経産省 −0.001 0.335 　0.199
科研費 −0.282 0.117 　0.107 　0.313
大阪大 −0.151 0.163 　0.043 −0.004 0.312
大商大 　0.057 0.232 −0.268 　0.112 0.321 0.226
表 4 ．各種調査間の幸福度の順位相関係数
法政大 日本総研 内閣府 経産省 文科省 大阪大
日本総研 　0.538
内閣府 　0.084 0.239
経産省 　0.094 0.325 　0.213
科研費 −0.223 0.184 　0.072 0.301
大阪大 −0.162 0.120 　0.131 0.060 0.191































































































































































































福度を図 3 ，図 4 に，相関係数を表 5 ，表 6 に示す。両調査とも，幸福度は年度間の変動
が大きいこと，また，都道府県により変動の大きさに違いがあることが分かる。
表 5 ．内閣府調査の年度間の数値相関係数
内閣府 2008 2005 2002 1999 1993 1981
2005 　0.187
2002 　0.326 　0.457
1999 　0.477 　0.305 0.348
1993 　0.366 　0.089 0.080 0.243
1981 −0.249 −0.161 0.130 0.021 −0.227
1978 　0.121 −0.110 0.190 0.052 　0.291 0.220
表 6 ．大商大調査の年度間の数値相関係数
大商大 2003 2002 2001
2002 −0.097
2001 　0.024 0.386








































































































































































































































内閣府 3,500〜6,000 8.9〜11.6 3.1
経産省 5,100 9.6 3.7
文科省 11,556 6.4 3.9
大阪大 14,086 5.8 4.9














































① 全47都道府県を10群に分割し，第 1 群を予測セット，その他の群をまとめて学習セット
とする。
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































決定要因 分野 感度 寄与率（％） 法政大 日本総研
1 降水量 家族・生活 −0.292 16.6
2 火災死 家族・生活 −0.238 11.1 ○
3 病院診療所 医療・福祉 　0.228 10.1 ○
4 平均寿命 医療・福祉 　0.223  9.7 ○ ○
5 気分障害 医療・福祉 −0.219  9.3 ○
6 脳血管死 医療・福祉 −0.204  8.1
7 パワハラ 経済・労働 −0.192  7.2
8 映画館 家族・生活 　0.161  5.1 ○
9 精神病床 医療・福祉 −0.152  4.5
10 自然公園 家族・生活 　0.147  4.2
11 交際費 家族・生活 　0.137  3.7 ○
12 未婚率 家族・生活 −0.126  3.1 ○
13 社会福祉費 医療・福祉 　0.113  2.5
14 ピアノ 家族・生活 　0.106  2.2
15 老人福祉費 医療・福祉 　0.086  1.4 ○
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